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れるべき能楽の概略が，続く四節で簡潔に示される (1能の物語とあらすじ一類型の紹介J 1舞台に出演する役者J 1能
の台本の実例一高砂の場合J 1舞台展開J) 。その際，能の演出論を展開するために必要な現行の用語を定義するにとど
まらず，自らの実践と鑑賞の体験に裏付けられた記述が試みられている。そして，第六節「舞台展開と多人数合唱に






















を除いた複数の立ち役(および「地謡J) が歌う J べきことを示しているにすぎない。
近現代におけるこうした解釈の行き違いを整理するために，次の三章で歴史的な考察が施される。
























ことばの指示対象が拡大したのは， I地謡J だけでなく， I地」もそうであった。





































に説得力のある成果がまだ充分に公表されていない「表演慣習(演奏慣習 Aufführungspraxis， performance pracｭ
tice) J に正面から取り組んだことである。この研究主題は，西洋のバロック様式の研究に典型的にみられるように，
演奏上の装飾音などの音の問題としてのみ扱われる傾向が強かった反面，実際の演奏が成就される現場の脈絡が無視
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されることが多かった。本研究は，その欠けていた側面を補うものとなっており，しかも音楽学のみならず，芸能史
や演劇学の領域にも刺激的な成果をもたらしている。
歴史的研究としては，文字史料の適切かつ大胆な読みと解釈に加えて，図像資料をも視野に入れ，さらに現行の表
演 (performance) の状況や観客の動向さえも歴史的考証のための出発点として位置づげている。そして，こうした一
連の「記されたj 資料およびフィールドワーク的観察から得られる「記されていない」データを有機的に関連づけな
がら読み解いてゆくために，能の実践に携わってきた体験と照らし合わせるというユニークな方法をとっている。
本研究には，さらに磨かれるべき問題点がないわげではない。たとえば，従来の表演慣習研究でなされてきたよう
な，より音に直結した問題が充分に検討されているとはいえない。多人数合唱の音量の問題はある程度論じられてい
るが，他の音楽的側面がどのように変選してどのように演出効果と関わりをもったかといった問題意識が組み込まれ
ていてもよかったはずである。また，ギリシャ悲劇のコロスと比較する件は若干あるとはいえ，通文化的な視野は欠
知している。漢民族や朝鮮民族といった地理的にも文化的にも近いところにみられる類似現象はもとより，オペラや
ミュージカルでの合唱や重唱といった形態への通文化的比較の視座が組み込まれていたら，本研究はいっそうインパ
クトの強いものになっていたであろう。
こうした欠点はしかし，本論文全体の価値を大きく損なうものではない。これを出発点として，さらに高次の研究
がなされることが期待される。本審査委員会は，本論文が博士(文学)の学位請求論文として充分に価値のあること
を認定するものである。
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